
学校いじめ防止基本方針 平成28年度

加賀市立黒崎小学校

本方針は，人権尊重の理念に基づき，黒崎小学校の全ての児童が充実した学校生活を送ることができるよう，「いじ

め問題」を根絶することを目的に策定するものである。

１ いじめ問題への基本姿勢

校長をトップとするいじめ問題対策委員会を常設し，「いじめを見逃さない学校」づくり及び外部機関との連携に

よる「風通しのよい学校」づくりを推進する。また，いじめ問題が発生した場合には関係教職員による個別案件対

応班を組織し，役割分担に沿った迅速で的確な対応（全教職員による組織的な対応）を行うことでいじめの早期の

解消を図り，児童が安心して学ぶ環境を整える。

２ いじめの理解（いじめ問題の基本的な考え方と認識）

【定義】 「いじめ」とは，「児童生徒に対して，当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等，当該児童生徒

と一定の人的関係のある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行

われるものも含む。）であって，当該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛を感じているもの。」とする。

なお，起こった場所は学校の内外を問わない。

①いじめは人権侵害であり，人間として決して許される行為ではない。

②いじめは児童生徒の心身の健全な発達に深刻な影響を及ぼし，不登校，自殺，殺人などを引き起こす背景とも

なる重大な問題である。

③いじめはどの学校でも，どの児童にも起こり得るものである。また，だれもが加害者にも被害者にもなり得る

ものである。

④いじめは大人が気付きにくいところで行われることが多い。最近のいじめは携帯電話やパソコンの介在により，

一層見えにくくなっている。

⑤いじめはいじめられる側にも問題があるという考え方は間違いである。

３ いじめ問題に取り組むための体制の整備

（１）いじめ問題対策委員会の設置

校長，教務主任（担任），生徒指導主事（担任），担任，養護教諭，教育相談，いじめ対応アドバイザー等から

なる校内組織を設置する。

（２）教育委員会，警察，地域の関係者等との連携

①いじめ事案，又はいじめが疑われる事案が発生した場合は，いじめ問題対策委員会で対応するとともに，速や

かに教育委員会へ報告し，問題の解決に向けて指導助言を受ける。

②重篤な案件，解決が困難な事案については，躊躇することなく警察や福祉関係者等の関係機関と連携して対応

する。



（３）保護者や地域との連携

保護者や地域の人々との関係を密にし，互いに協力しながら，「いじめを見逃さない・風通しのよい学校作り」

に取り組む。

加賀市教育委員会 依頼

いじめ対応アドバイザー

相談・報告 助言 ＳＳＷ SC

派遣要請 助言

黒崎小学校

いじめ問題対策チーム（常設） 連携

校長・生徒指導主事・担任・養護教諭 警察

いじめ対応アドバイザー 特別支援担当

※情報収集・共有 対応策の検討 児童相談所

役割分担 報告・説明 評価・再検討

（チームでの役割分担に沿った適切な事案対応） 他の外部機関

加賀市青少年育成センター 等

PTA・地域 周辺児童 加害児童 被害児童

保護者 保護者

４ いじめの未然防止・早期発見のための年間計画

未然防止に向けた取組 早期発見に向けた取組 職員会議・対策チーム等

４月 ○学級づくり ○職員会議【基本方針の提案・周知】
○人間関係づくり ○児童理解の会【現状把握・対応策検討】 P

５月 ○いじめアンケート（児童・保護者） ○児童理解の会
（いじめアンケート結果分析） D

６月 ○児童理解の会(いじめ対応アドバイザー訪問) ↓

７月 ○学校評価アンケート（児童・保護者） ○児童理解の会【対応の評価・改善】 C

８月 ○児童理解の会 A
○職員研修(生徒指導主事訪問・未定)

９月 ○児童理解の会 ↓

10月 ○いじめアンケート（児童・保護者） ○児童理解の会【現状把握・対応策検討】 P

11月 ○児童理解の会(いじめ対応アドバイザー訪問) D

12月 ○学校評価アンケート（児童・保護者） ○児童理解の会【対応の評価・改善】 C

１月 ○児童理解の会 A

２月 ○いじめアンケート（児童・保護者） ○児童理解の会 ↓

３月 ○学校評価アンケート（児童・保護者） ○児童理解の会【学校統合に向けて】 ↓
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○児童理解の会（月１回定例） ※常設いじめ問題対策チームの定例会を兼ねる。

○児童向け，保護者向けいじめアンケートの実施（年３回）

○児童向け，保護者向け学校評価アンケートの実施

※これらのアンケート内容は，全教職員で共通理解し，その状況によっては，速やかに「いじ

め問題対策会議」を開催するものとする。

○校内研修会

・生徒指導主事を招いての研修会（適宜）

・いじめ対応アドバイザーを招いての研修会（年２回） ※児童理解の会を兼ねる。

・テーマ別校内研修会（特別支援等 不定期）

・教育委員会等が主催する研修会の内容の報告会（不定期）

５ いじめの早期対応

６ その他

この「黒崎小学校いじめ防止基本方針」は，校内いじめ問題対策委員会（常設）が中心となって，適宜見直し，必要

があると時には改定するものとする。


